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94．　Radiocardiogram（RCG）による

　　　肺血量測定

一Analog　Computerによる分析一
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　RCGより肺lll［量を求めるには従来　peak　to　peak　ll寺間

と」d送血□．より求められていたがこのpeak　to　peak時

間は真の平均肺循環時間を表わしていないといわれてい

る．

　〔方法〕　右心，肺，左心，全身の4つのcempartment

と肺と全身にそれぞれ，時聞遅れを有する回路を製作し，

それより肺1fl［量をとりだした．

　〔結果〕肘静脈よりのisotopeの紅入時間を長くする

と肺血量一定にもかかわらず，peak　to　peak時間は短縮

する．右心容量を大にすると肺血量は一定にもかかわら

ずpeak　to　peak時間は短くなった．左心谷呈を大きく

すると肺血量は一定にしてもpeak　to　peak時間は延長

して真の肺循環時間とは異なってくる．正常例において

Fick法による心拍出量827ml／min，1「l　ll拍川Ll」90椀1／

beat，であり，　computer　dataでの心拍出量7，850祝1，1

回拍出．kl　84mt／beatと両首はかなりよく一致した．肺血

量は263ml／sqM．　BSA，右心容牡111祝1／sqM，左心容口

102ml／sqMであった．　Primary　myocard　diseaseの〕iti

例では，左心容量が右心容量より2．5倍大であったが，

肺血量は275ml／sqMと正常範囲であった．　Peak　to　peak

時間のはっきりしない重症例でも肺血呈の測定が容易で

あった．左右シャントのある症例は従来は肺血L流量の測

定が不山能であり，したがって肺血量は測定できなかっ

たがこのアナログコンピュターを使用することで，可能

となった。症例は心房中隔欠損症でFick法によって肺

［「fl流量9．4421，体10L流1せは4．408／，左から右へのシャ

ント率は53％であった．computer　dataでは肺血流量

11．431，体血液量3．6501，L→Rへのシャント率は68％

あった．

　〔結論〕　RCGのアナログコンピューターより肺血辻

を測定したが，肺循環時間とpeak　to　peak時間は延長

している例で差異が強いように思われた．
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95，133Xeによる局所肺機能測定に

　　　関する研究

金上晴夫　永島輝山（国立がんセンター）

　低酸素負荷により，局所の肺i（］1流分布および換気分布

がどのように変動するかを，133Xeを用いてisotope　pul－

mographyによって検討した．

　健康人6名を対象とし，空気呼吸および低酸素呼吸時

における左右肺の上，中，下野の局所肺IAL流量（Qcr），

局所換気㍑（rA，）を6本のカウンターにより，坐位な

らびに臥位で測定し，またoveral1のQc，　V’　．x．を測定した．

　低酸素呼吸は10～11％　O，，を10～15分間呼1吸させ，イ

アオキシメーターにより動脈lll噸素飽和度が一定になる

のを確認して測定を行なった，Qcrは低酸素負荷前，負

1叩時，および空気呼吸に切りかえて約15分後の計3回測

定し，γA，は負荷前および負荷巾の2回，すでに発表せ

る方法によって測定し算出した．

　低酸素負荷により，Qc，は坐位および臥位で増加の傾

向を示し，VAは1例をのぞいて全例軽度の増加を示し

た，

　低酸素負荷時におけるQcrは坐位では．全例上野では

増加を下野では減少を示した．

　V　，x，r／Qcrは空気呼吸時では，上野から下野にかけて減

少するのが，低酸素負荷時には，逆に上野から下野にか

けて増加を示した．

　仰臥位での空気呼吸時におけるQcr，およびv’Arは上，

巾，下野ほぼ均等に分布し，したがって▽A。／Qcr比もほ

ぼ均等な分布を示した．しかし低幣素呼吸時には上野の

Qcrが約1．5倍の増加を示すので，　VAx：／Qcrは上野から

下野にかけて・P度の増加を示した．

　VArは坐位およぼ仰臥位で一定の変動を示さなかった．

　以上の所見をisotope　pulmography（133Xe）によって

直接的に実証しえたが．このメカニズムについては，そ

の一囚として，低酸素呼吸に対する肺の上野と下野の［01

管床の反応性の工によるのではないかと推論するにとど

めたい．
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肺内水分呈，とくにperivascular領域の水分量は肺循
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